
金
揮
官
蹴
志
巻
十
四

町
へ
合
併
し
て
、
魚
市
場
一
・
グ
所
と
は
成
り
た
り
け
ん
。
但
し
そ
の

合
併
せ
し
年
月
は
い
ま
だ
詳
か
怠
ら
宇
。
竪
町
青
物
市
場
の
書
札
等

に
て
考
ふ
れ
ば
、
事
保
年
中
ま
で
も
市
場
あ
り
た
る
如
く
聞
ゆ
れ

そ
魚
市
場
は
モ
れ
よ
り
早
〈
既
に
合
併
し
て
、
背
物
批
場
の
み
享

保
年
中
迄
あ
り
た
る
な
ら
ん
か
。
魚
問
屋
野
々
市
屋
五
右
衛
門
が
子

孫
は
.
後
々
ま
で
も
此
の
魚
屋
町
に
居
住
し
て
、
正
徳
の
頃
倫
魚
問

屋
を
勤
め
た
り
。
共
の
豆
細
は
下
僚
に
蹴
す
。
又
文
化
年
中
ま
で
、

魚
屋
町
と
呼
ぴ
た
り
し
町
内
は
、
毎
戸
近
江
町
市
場
の
如
く
六
尺
軒

に

τ、
軒
下
皆
桂
立
に
作
り
あ
り
し
と
い
へ
り
。
然
る
に
迫
々
一
造
り

替
へ
て
、
天
保
・
弘
化
の
頃
ま
で
は
僅
か
に
彼
の
野
々
市
屋
の
近
所

一
一
・
三
戸
残
り
あ
り
し
か
ど
、
今
は
全
く
遁
り
替
へ
て
絶
え
た
り
。
右

六
尺
軒
に
た
し
た
る
も
‘
い
に
し
へ
此
の
地
魚
市
場
た
り
し
頃
の
名

球
に
て
、
貸
暦
九
年
の
火
災
に
市
場
を
建
て
た
る
古
家
共
は
一
た
び

焼
失
せ
し
か
ど
.
昔
の
流
例
に
て
六
尺
軒
に
再
治
せ
し
も
の
怠
る
べ

し
と
い
へ
り
。
市
場
・
な
ど
を
六
尺
軒
に
諮
る
事
は
.
利
常
卿
の
時
よ

り
の
定
・
な
ら
ん
か
。

O
魚
商
質
事
略

和
名
抄
に
、
魚
。
文
字
集
時
一
式
。
魚
語
居
反
。
和
名
字
乎
。
俗

-xa伊
逮
吋

二
日
よ
り
毎
日
尾
山
へ
可
=
相
眉
司
候
。
請
取
を
以
令
昌
算
合
-
候
。
無
沙

汰
之
在
所
、
急
度
可
昆
成
敗
-
者
也
。

八

月

五

日

大
の
み
百
姓
中

黒

印

按
宇
る
に
、
右
は
天
正
十
三
年
越
中
佐
々
内
臓
助
征
伐
と
し
て
、
秀

吉
公
北
園
出
勢
の
時
也
。
叉
江
州
今
詩
甚
右
衛
門
家
裁
古
文
書
中
・

前
田
利
政
君
の
判
書
に
も
、
左
の
如
〈
載
せ
ら
れ
た
り
。

街
々
さ
か
た
ど
も
念
下
候
而
、
人
足
二
人
早
々
申
付
、
加
賀
ぎ
か

ひ
ま
で
成
共
送
局
可
'
申
候
。
以
上
。

此
之
遇
孫
一
か
た
へ
も
申
遁
ぺ
〈
候
問
.
御
き
も
入
ら
れ
候
h

伊
乙
。

態
申
遺
候
。
然
者
坊
か
た
よ
り
.
高
周
年
寄
共
振
舞
侯
付
て
、
俄
に

此
方
へ
さ
か
な
ど
も
相
調
に
参
藩
候
。
則
十
五
日
之
用
意
之
由
候
へ

共
、
十
二
日
・
十
三
自
民
高
岡
へ
下
着
候
様
に
と
、
使
者
念
候
而
、
其

方
乎
前
之
人
足
二
人
申
付
、
せ
め
て
越
前
路
ま
で
設
局
可
v
申
候
。
念

に
付
て
夜
通
陀
指
下
候
僚
‘
早
々
二
人
、
芳
春
院
百
姓
二
人
申
付
指
下

可
v
申
候
。
孫
一
か
た
へ
可
a
申
遁
-
候
へ
共
、
果
申
閲
敷
候
問
‘
共
方

へ
芭
に
申
遁
侯
様
に
と
申
建
候
。
恐
々
一
越
官
。

二

月

七

日

孫

四

利

正

$IJ 

企
部
古
蹟
志
血
管
十
四

水
中
連
行
錯
之
抱
名
也
。
と
あ
り
て
、
本
名
を
う
を
と
い
ひ
‘
い
を

と
い
ふ
は
俗
語
た
り
O

今
世
人
魚
類
を
さ
か
た
と
呼
べ
る
は
誤
也
。

下
事
集
飲
食
門

K
、
肴
界
飾
同
字
。
さ
か
左
。
と
あ
り
。
和
訓
楽
に
、

さ
か
な
肴
を
よ
め
り
。
下
酒
の
物
を
い
ふ
。
酒
魚
の
義
怠
る
ぺ
し
。

魚
烏
に
肴
と
い
ひ
、
茶
読
に
餓
と
い
ふ
。
山
肴
・
野
鈍
念

E
い
へ
り
。

庚
簡
に
は
‘
凡
非
v
毅
而
食
者
自
v
肴
。
或
作
v
餓
遁
作
v
殺
。
と
見
b
た

れ
ば
、
字
義
は
必
・
ヂ
し
も
織
味
に
限
ら
ざ
る
な
り
と
。
又
-X
ふ
。
魚

舟
に
到
り
て
魚
を
貿
ふ
者
、
も
し
さ
か
た
と
い
へ
ば
、
担
ん
で
奥
へ

宇
。
希
は
些
少
の
も
の
た
れ
ば
、
向
来
を
視
す
と
い
へ
り
と
。
平
次

按
宇
る
に
、
今
世
人
魚
底
を
肴
底
と
呼
び
、
魚
商
人
を
肴
屋
と
呼
べ

る
な
ど
、
皆
後
世
の
呼
び
誤
り
に
て
、
そ
の
貨
は
酒
肴
よ
り
移
り
た

る
も
の
也
。
又
酒
肴
を
俗
に
酒
の
さ
か
た
と
い
ふ
も
非
也
。
希
は
即

ち
酒
楽
に
て
.
酒
の
さ
か
な
と
い
ふ
は
置
語
と
い
ふ
ぺ
し
。
魚
類
を

さ
か
な
と
呼
べ
る
も
説
涯
の
事
に
あ
ら
宇
。
温
故
足
微
に
載
せ
た
る

吾
が
奮
務
艦
大
納
言
利
家
卿
の
印
書
K
.
既
に
左
の
如
〈
載
せ
ら
れ

た
り
。

〈
b
ん
ぱ
く
様
御
動
座
に

τ.
浦
々
さ
か
怠
之
事
申
付
候
。
賞
浦
之

儀
無
昌
油
断
-
申
付
、
結
よ
り
上
候
者
、
則
肝
煎
に
而
も
品
川
度
夜
中
、
来
十

金
揮
茜
六
陵
へ

右
は
慶
長
五
年
利
政
君
上
方
へ
流
浪
し
給
ひ
、
京
都
角
倉
興
市
方
に

寓
居
中
の
書
簡
に
て
、
慶
長
末
頃
の
書
商
な
る
ぺ
し
。
訟
も
ふ
民
、

慶
長
の
宋
頃
ま
で
も
魚
烏
緒
浦
よ
り
の
還
途
方
不
自
由
た
り
し
ゅ
ゑ

に
、
上
方
ま
で
申
遁
候
。
上
方
よ
り
還
り
越
し
た
る
な
芝
、
共
の
時

世
の
事
訟
も
ひ
や
る
べ
し
。
改
作
所
奮
記
に
、
左
の
建
書
を
載
せ
た

h
H
F

。
浦
々
に
而
取
候
生
魚
‘
金
滞
h
渚
候
分
者
、
宿
織
に
無
v
構
、
何
方
之

馬
に
而
茂
直
樹
遇
候
。
干
物
・
鹿
物
は
如
昌
跡
々
-
可
v
鵠
品
宿
織
-
候
。
若

於
E

相
逮
-
者
曲
言
可
v
被
昌
仰
付
-
回
目
、
宿
々
竪
可
v
被
a
申
付
-
候
。
恐
々
謹

言。

十
一
月
十
七
日

今前奥津

回

玄

部馬幡蒋

村

民針因

岡枝

右
は
高
治
二
年
三
月
頃
の
書
札
也
と
あ
り
。
叉
高
治
三
年
四
月
幕
府

よ
り
固
目
付
と
し
て
‘
能
勢
次
左
衛
門
・
渡
部
筑
後
爾
入
金
滞
到
着
、

十
月
江
戸
下
向
に
付
、
披
内
陀
於
て
饗
臨
あ
り
。
此
の
時
命
所
よ
り




